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1/1和歌山県の熊野大社
創業時から参拝に行っていましたが
来年から氷川神社に集約することになりました

1/4大宮氷川神社
30余年に渡り警備でお世話になっております

新年明けましておめでとうございます。
昨年はみなさんにおかれましてどのような一年になりましたでしょうか。

私にとって昨年は大変厳しくもありましたが成長を感じることができた年になりました。
その最たることはやはり新型コロナウィルスの影響です。
未知のウィルスに世界中が恐怖を感じ混乱し、それは終息を知らず本年に至っても猛威を
振るい続けています。
しかしながら幸いなことにワクチンも完成し、日本はまだのようですが早い国では接種が
始まり少々の安堵を感じられるようになってきました。
コロナの影響は人々の心のみならず経済に多大な爪痕を残しています。
この影響で我が国でも企業の倒産や失業者が多数でております。
SPDにも業績に影響があると予測していますが、我々の仕事の内容は社会インフラ事業が
大半を占めているため大幅な業績下降はないと考えております。

世の中の企業の多くが赤字で苦しんでいる状況下でもSPDは皆さまのおかげをもって業績
を維持することができており、世間的には希有な会社であることが証明されたのではない
かと思っております。
この場を借りてあらためて感謝を申し上げます。

私がSPDの社長として皆さまに対し１番の責任はどんな不況下におかれても安定した仕事
と給料の維持、供給であると思っております。
それが今回のコロナによる世界同時不況であってもです。
いかなる状況や経済の断層に立ち向かえる企業体質を作り上げ、皆さんに安心して警備の
仕事をしていただける環境を、今年はさらに磨き上げていくことを社長としてお約束しま
す。
終わりに私の今年１年の目標を共有させていただきます。
今年は新しく３つの目標を立てました。
１ 創業から５１年間、埼玉を拠点としていたものをお客さまのニーズと環境の変化に

対応するため東京をSPDの本拠点と定め企業活動を行なってまいります。
２ ５１年間、警備業を専業として事業活動を行なってまいりましたが、清掃、人材派

遣、経営コンサルティングへと事業領域を拡大していきます。
３ もっと多くのお客さまにSPDのサービスをご利用いただきたい。また働いていただ

いている皆さまの生活の安定と向上のため、株式上場の準備を本年から進めてまい
ります。

SPDは不況下に強い企業であり未来にも明るい企業であると自他共に認められる企業に成
長させていく思いです。
皆さまにおかれまして、今後とも力づよいご協力をいただけますようお願い申し上げます。
代表取締役会長兼社長 樋口長英



過去に清掃会社での勤務経験のある方へ

みなさまの日頃のご活躍のおかげをもちましてSPDは創業から５２年目の年に入ります。

別紙にて報告をさせていただいた通り、事業領域の拡大をしていくことを決定いたしました。

そこでみなさまの中で過去に清掃会社で勤務したご経験がある方がいらしたらぜひお知らせいただ

きたいと考えております。

その理由として、SPDは警備業を専門として５２年間愚直に邁進してきたため警備業の知識、経

験、ノウハウは蓄積されているものの清掃に関しては、そのノウハウがないため是非経験者の方

から清掃の知見などをお聞かせいただけたらと考えているからです。

私に「アドバイスをしてもいいよ」という方がいらしたらお願いします。

お近くの支社までお越しいただければお伺いさせていただきます。

それでは多くの方からのご連絡をお待ちしております。

代表取締役 会長兼社長

樋口長英

ご連絡先は下記までお願いします。

０４８−８３４−０００５（ウエキ・ワダ）

平日 ９：００〜１７：００

プロロジスパーク習志野Ⅳ
渡邉 克夫 隊長

東急コミュニティー様より
表彰状を頂きました

関電ファシリティーズ様より
感謝状を頂きました

東京ポートシティ竹芝派遣隊


